
















































ける 1989 年の海外渡航自由化後、来日傾向が高まった韓国人、そして 1990 年の「出入国管理及び難民認定法（入
管法）」により日系人とその配偶者に単純労働への従事を認める在留資格が与えられたことによる南米系日系人ら
が、代表的なニューカマーと目されている（駒井ほか編 1997）。
実際にこのニューカマー到来期の外国人人口増加は、表 1 のようになっている。まず総数としては、1965 年に











割を果たしている」と述べていることからも明らかである（奥田・田嶋編著 1993; 奥田・鈴木編著 2001）。ただ、





和男氏らによる論集と事典の編さんなどが、代表的な業績と挙げられる（櫻井・李編 2011; 三木・櫻井編 2012; 
















村島健司氏らによって研究が着実に積み重ねられており、その概要は明らかになりつつある（金子 2005, 2011, 




















































（http:www.tzuchi.org/　2013 年 12 月アクセス）
図２：台湾地図と慈済会本部の場所（google map












が考えられるだろうか。金子氏、川村氏、村島氏の意見を総合すると以下のようになる（金子 2005; 川村 2008; 
村島 2012, 2013）。
①　政治的に中立。
















































1992 年 3名 約 30 名 約 50 名
2010 年 72 名（慈誠 12 名） 約 300 名 約 4500 名
表２：慈済会日本支部のメンバー数の変化（慈済会日本支部ホームページ
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人口は 322,895 人であり、そのうち外国人登録者数は 33342 人となっている。つまり約 10％が外国籍住民
である。国籍別に見てみると、一位が中国籍で 12,408 人（台湾人を含む）、二位以降は、韓国又は朝鮮（11,865

































11 月アクセス、http://tw.tzuchi.org/jp/）や、日本支部副会長や他の委員への聞き取りによっている（2010 年 10 月、










20）ちなみに 2010 年、2013 年もインタビューは日本語で行った。
21）このような事実について確認する先行研究は膨大に存在するものの、日本における代表的な研究として、井上
順孝氏のものを挙げておく（井上 1985）。
22）このような解釈がきわめて仏教的なのかどうかは、とりあえず本稿では問わないことにする。
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